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陸上自衛隊東富士演習場から見た富士山

今年９月、静岡県の陸上自衛隊東富士演習場において、沖縄の米海兵隊による沖縄県道１０４号
線越え実弾射撃訓練の分散・実施（１０４訓練）が、４年ぶりに実施されました。（４ページ参照）
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１．局長 あいさつ

最近の尖閣諸島を巡る問題や北朝鮮による韓国・延坪島砲撃は、我

が国周辺が決して「波静か」ではないことを改めて想起させてくれまが国周辺が決して「波静か」ではないことを改めて想起させてくれま

した。

「治にいて乱を忘れず」私達も緊張感をもって日々の仕事に当たら

ねばならないとの思いを新たに致しました。

さて、この秋、私達は、防衛白書の説明や防衛問題セミナーの開催

南関東防衛局長
深山 延暁

（みやま のぶあき）

などを通じて、我が国の防衛の現状と課題を国民の皆様に少しでも御

理解いただこうと努めてまいりました。

また、静岡県東富士演習場における米海兵隊の「104号線越え｣実弾射撃訓練分散実施の支

援や永年に亘り勤務された在日米軍従業員の方々への表彰など、日米安保を下支えする業務

も行って参りました。も行 参りま た。

この間、関係者の皆様には大変お世話になりました。心から御礼申し上げます。来年も宜

しくお願いいたします。

読者の皆様、どうぞよいクリスマス、お正月をお迎え下さい。

防衛白書は、我が国の防衛政策に対する内外の理解を得るために毎年刊行しているもので、

平成２２年版で３６回目になります。

今年の特徴として、ソマリア沖・アデン湾における海賊対処、ハイチ国際平和協力業務な

２．防衛白書の地方公共団体への説明

資料となるよう、例年以上に図表や写真を掲載し、また防衛省内外の多くの方々の声をコラ

ムで記述してます。

南関東防衛局では、９月に刊行した今年の防衛白書について、自衛隊地方協力本部などの

協力を得 神奈川県 山梨県 静岡県の各知事をはじめとする 地元の地方公共団体の皆様

今年の特徴として、ソマリア沖 アデン湾における海賊対処、ハイチ国際平和協力業務な

ど、防衛省・自衛隊の「ありのままの姿」をお伝えし、国民の皆様が国の防衛を考える際の

協力を得、神奈川県、山梨県、静岡県の各知事をはじめとする、地元の地方公共団体の皆様

にご説明させていただきました。

神奈川県知事への説明（１０/１４）静岡県副知事への説明（１０/６） 山梨県知事への説明（１０/１５）

－２－



１０月２１日、横須賀市にある横須賀市文化会館大ホールにおいて、横須賀地区の

平成２２年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式が行われました

３．在日米軍従業員永年勤続者表彰式

平成２２年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式が行われました。

在日米軍従業員永年勤続者表彰式は、永年にわたり在日米軍基地に勤務してきた従

業員の労をねぎらい、併せて労働意欲及び作業能率の向上を図るため日米の共催によ

り毎年実施されているものです。本年は、１０年表彰２１８名、２０年表彰１９８名、

３０年表彰９８名の合計５１４名の方々が受賞されました。

式典は、司会者の開式の言葉に始まり、日米両国の国歌吹奏、主催者を代表して深

山南関東防衛局長及びラッシュ在日米海軍司令部参謀長のあいさつが行われ、続いて

深山局長及びラッシュ参謀長から代表者６名に表彰状と記念品が授与されました。

その後、来賓紹介、吉田雄人横須賀市長の祝辞、祝電披露と続き、最後に勤続３０

年を迎えられた横須賀海軍施設勤務の従業員が、代表してあいさつを述べられました。

また、表彰式終了後は、文化会館中ホールにおいて懇親会が終始和やかな雰囲気で

行われました。

横須賀地区：永年勤続者表彰式

南関東防衛局管内では、このほか、１０月１３日に富士地区で、また、１０月２８日

に座間地区で永年勤続者表彰式がそれぞれ開催されました。

横須賀地区：永年勤続者表彰式

－３－
座間地区：永年勤続者表彰式 富士地区：永年勤続者表彰式



陸上自衛隊東富士演習場で、沖縄の米海兵隊による沖

４．沖縄県道１０４号線越え実弾射撃訓練の分散・実施

縄県道１０４号線越え実弾射撃訓練の分散・実施が、４

年ぶりに実施されました。

９月２日に訓練部隊の展開が開始され、人員約３９０

名、車両約９０両及び１５５ｍｍ榴弾砲１２門の大隊規

模による実弾射撃訓練が、同月１０日から１９日までの模 弾 撃訓練 、同

１０日間、整斉かつ安全に行われ無事故で終了し、同月

２９日までに撤収が完了しました。
訓練公開

実弾射撃訓練前にはキャンプ富士内で、訓練部隊である第１２海兵連隊の司令官等によ

る報道機関に対するブリーフィングが行われ、訓練中の１３日には、地元自治体や報道機

関に対する訓練公開が行われました関に対する訓練公開が行われました。

キャンプ富士にてブリーフィング 訓練公開

当局は、滝ヶ原廠舎内に企画部次長を長とする現地対策本部を設置し、約１月間２４時

間体制で米海兵隊との連絡調整や演習場周辺等の警備、さらに、調達業務と報道機関等へ

の対応に当たりました。

－４－

現地対策本部現地対策本部



また、実弾射撃訓練の終了後に海兵隊員が、地域へのボランティア活動として御殿

場市内の病院において草取りや剪定の作業を実施しました。

ボランティア活動

作業後、病院内において闘病生活をして

おられる方から、病を通じて得た生きがい

や人生の大切さ、そして人は人に支えられ

て生きていることなどのお話しがありまし

た。隊員たちは真剣にその話を聞き、隊員

からは隣人への感謝の心を大事にしたい旨

の話がありました。

５．局長感謝状贈呈

１１月２２日、陸上自衛隊東富士演習場にかかる重要かつ困難な諸問題の処理に積

極的に尽力された方々に感謝状を贈呈しました。

また、１１月２５日、防衛施設の質的向上に貢献された(株)ＩＨＩ航空宇宙事業本

部に感謝状を贈呈しました。

若林洋平氏：御殿場市長 髙橋 宏氏：小山町長

（株)ＩＨＩ航空宇宙事業本部

－５－

鎌野 茂氏
御殿場市御殿場地域振興センター長

鈴木 徹氏
東富士演習場地域農民再建連盟

副委員長



６．在日米陸軍基地管理本部司令官インタビュー

当局管内には、多数の米軍施設がありますが、地元の方々が在日米軍の考えを知る機会があまり

ありません そこで 当局は 米軍がどのような考えを持 て日本で運用しているのか 地元の自ありません。そこで、当局は、米軍がどのような考えを持って日本で運用しているのか、地元の自

治体及び住民により理解していただけるよう、米軍司令官とのインタビューを企画しました。本日

はご協力いただきありがとうございます。

Ｑ 在日米陸軍基地管理本部（キャンプ座間）の任務、

重要性について教えてください。

在 米陸軍基地管理本部 任務 軍人 軍勤務者及在日米陸軍基地管理本部の任務は、軍人・軍勤務者及

びその家族に対し、生活の場を提供することです。軍

人・軍勤務者が、日本に滞在中、働き、また、生活を楽

しむに当たり、安心で安全な環境を提供します。

基地は、働く場所であるだけでなく、生活の場でもあ

ります そのため 本国と同じような環境を提供するよ

ヘルトン司令官と
南関東防衛局 大和屋係長

ります。そのため、本国と同じような環境を提供するよ

Ｑ 地元自治体や、地元住民との交流について、今までどのような取

り組みを行ってきましたか。

う心がけていると同時に、日本に滞在しているという機会を活用し、日本の素晴らしい文化や人に

接することができるようにしています。本国と変わらない環境の質を提供することで、在日米陸軍

が、素晴らしい生活及び労働の場となるのです。

り組みを行 てきましたか。

たくさんのことをしています。座間市長、相模原市長及び市民の皆

様と協力し合い、年間を通して様々なイベントを行っています。春に

は日米親善桜祭りがあります。基地開放日には、アメリカ人も日本人

も参加し、共に見学、体験することを通じて、お互いの文化を知る良

い機会となっています。８月には盆踊り大会、また、音楽祭り／座間

キャンプ・陸上自衛隊体験デーでも基地を開放しています。我々が毎日、日本で業務を遂行するに

あたっては、このように、地元市民及び米軍人・軍勤務者が基地において、互いの文化を一緒に体

験できている素晴らしい背景があるのです。

同様に、地元市長が企画するイベントにも我々は協力しています。消防相互援助協約も締結して

います。また、相模原市が１１月２０日、２１日に開催した、政令指定都市移行記念イベント「さ

互いに協力して同じ体験をする

ことを通じ、我々が極東の平和と

繁栄のために任務を遂行する中で、

地元市民も円滑に日々の活動に取

り組むことができています

がみはらフェスタ」では、米陸軍相模総合補給廠が会場となりました。

加山相模原市長とへルトン司令官

－６－

り組むことができています。

ヘルトン司令官と遠藤座間市長



Ｑ 陸上自衛隊とはどのような協力関係を築いていますか。

我々は、陸上自衛隊第４施設群と協力関係があります。先のAPEC

においても、来日する世界のリーダー達の安全を確保するに当たり、

重要な任務を共にしました。重要な任務を共にしました。

また、交流イベントでも協力し合っています。陸上自衛隊の新隊

員教育後期課程の卒業式に出席しますし、自衛隊の記念行事も毎年

一緒に祝います。また、年末の餅つき大会も楽しみにしています。

Ｑ 基地には、多くの日本人従業員もいますが、彼らに対し、どの

ような印象をお持ちですか。

日本人従業員には非常に感心します。彼らは教養が高く、技術的

にも優れています。他の米陸軍の展開場所では見ることの出来ない

ような能力を、私たちが組織内で持つことを可能にしてくれます。彼らが毎日提供してくれる専

門的能力なしでは、我々は業務を成し遂げることは出来ません。エンジニア、大工、電気技師と

いった技術関係スタッフ、あるいは広報のスタッフ、彼らは全てをこなします。彼らの司令官で

あることを誇りに思います。

Ｑ 司令官として、いつも心掛けていることについて教えて下さい。

複数のことを常に意識しています。第１としては、我々が任務を高い水準で達成することです。

第２としては、我々のために働く人々が、適切な待遇を受けていることです。先ほども申し上げ

たように、健康で生産性の高い従業員がいれば、確実に任務を遂行できると信じています。第３

として 私は司令官ではありますが 職員全員 能力 職務倫理 向上心なくしては 我 は良

Ｑ 日本の言葉やことわざあるいは風習等で好きなものはありますか。

日本には 「３本の矢」の話があり ３者が力を合わせれば 単独よりもず と強力になると

として、私は司令官ではありますが、職員全員の能力、職務倫理、向上心なくしては、我々は良

い組織として発展していくことは出来ません。私が強調するモットーとして「Ｇｏｏｄ

ｕｎｉｔｓ ｄｏ ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ ｗｅｌｌ．（良い部隊は、あらゆる面で良い仕事を

する）」ということがあります。良い部隊は、常に発展し成長し続けようとします。

日本には、「３本の矢」の話があり、３者が力を合わせれば、単独よりもずっと強力になると

言う意味ですね。同じ目標に向かい、協力し合うことで、単独で活動するより強力に機能できる

のです。

Ｑ 日本のみなさんへメッセージをお願いします。

日本での任務を名誉に思います。これまでの海

外の任務先は主にヨーロッパでしたので 陸軍か外の任務先は主にヨ ロッパでしたので、陸軍か

ら「日本に行ってもらいたい」と言われたときは、

どのようなことになるのか想像もつきませんでし

たが、日本人のプロ意識や教養の高さ、親切心に

非常に驚き、感動しました。

日米安保５０周年を記念する年に、日本におい

－７－

米 保 周年 記 す 年 、 本

て、極東の防衛に携わり、自分の役割を果たして

いることを光栄に思います。

（左より、濱﨑南関東防衛局報道官、今野座間防衛事務所長
ヘルトン司令官、大和屋南関東防衛局係長、

ローパー在日米陸軍基地管理本部渉外部長）



テーマ：ハイチＰＫＯと陸上自衛隊の活動
場 所：甲府商工会議所 （甲府市）

７．第１５回防衛問題セミナーの開催

場 所 甲府商 会議所 （甲府市）
開催日：平成２２年１１月２４日（水）
講 演：（講 師）陸上自衛隊幹部候補生学校教育部長 山本雅治１等陸佐

陸上自衛隊北富士駐屯地司令 山口耕司１等陸佐
討論会：（参加者）講師、山梨県及び神奈川県の大学生

当局は １１月２４日(水)甲府商工会議所において「ハイチＰＫＯと陸上自衛隊の活

講師の山本１佐と山口１佐 主催者挨拶する深山局長 来賓挨拶する小澤医師

当局は、１１月２４日(水)甲府商工会議所において「ハイチＰＫＯと陸上自衛隊の活

動」をテーマに、第１５回防衛問題セミナーを開催しました。

今回は、平成２２年２月から約２か月間、ハイチ派遣国際援助隊の第１次隊長として活

躍された山本雅治１等陸佐（現陸上自衛隊幹部候補生学校教育部長）及び山梨県の災害派

遣などに取り組む北富士駐屯地司令の山口耕司１等陸佐を講師に迎え、ＰＫＯ活動や災害

派遣などの陸上自衛隊の活動を説明することにより、防衛省・自衛隊に対し、より一層の

ご理解とご協力をいただくことを目的に開催し １１０名の参加がありましたご理解とご協力をいただくことを目的に開催し、１１０名の参加がありました。

また、本年１月、日本赤十字医療チームの一員として現地で医療活動を行ったＮＧＯ

「ハイチ友の会」代表の山梨市立牧丘病院の小澤幸子医師を来賓としてお招きしました。

今回のセミナーにおいては、講演後、両講師と安全保障問題に関心を持つ大学生との討

論会を実施しました。討論会には、山梨県から山梨学院大学及び山梨県立大学、神奈川県

から慶應義塾大学、専修大学及び防衛大学校に所属する各校２名の大学生が参加しました。

学生からは「ハイチの人たちと どのようにコミュニケーションをとったのか 」など学生からは「ハイチの人たちと、どのようにコミュニケ ションをとったのか。」など

の質問があり、講師から「現地の人を雇用したり、母国語を事前に習って声をかけたりし

た。」など、現地の実体験を踏まえ回答されました。

また、このセミナーを聴講された方からは、「マスコミでは取り上げられてない事柄も

聞けて興味深かった。」「討論を通じて防衛問題への理解が進んだ。」などの声が多数寄

せられました。

これに先立ち、討論会に参加した神奈川県からの大学生は、陸上自衛隊富士学校におい

てハイチＰＫＯを経験した隊員との懇談、最新の１０式戦車見学、９０式戦車の体験搭乗、

市街地訓練場の見学等を行いました。

講師と学生との討論会学生の戦車への体験搭乗 学生の市街地訓練場の見学

－８－



【米海軍第７艦隊司令官の交代式】

米海軍第７艦隊司令官の交代式が９月１０日、米

８．米軍司令官交代式

海軍横須賀基地に停泊している同艦隊の旗艦ブルー

リッジで行われ、ジョン・Ｍ・バード中将の後任と

して、スコット・Ｒ・ヴァンバスカーク中将が新司

令官に就任しました。

式典には米軍、自衛隊員等日米の関係者及び吉田式典には米軍、自衛隊員等日米の関係者及び吉田

横須賀市長等が列席し、当局からは深山局長が出席

しました。

【在日米陸軍司令官の交代式】

在日米陸軍司令官の交代式が１０月１２日、キャ

プ座間 行わ

写真右は米第７艦隊新司令官

（写真は在日米海軍横須賀基地提供）

写真右は在日米陸軍新司令官

ンプ座間で行われ、フランシス・Ｊ・ワーシンスキ

ー少将の後任として、マイケル・Ｔ・ハリソン少将

が新司令官に就任しました。 式典には米軍、自衛

隊員等日米の関係者及び遠藤座間市長等が列席し、

当局からは深山局長が出席しました。
写真右は在日米陸軍新司令官

９．エア・フェスタ浜松２０１０

（写真は在日米陸軍基地管理本部提供）

エア・フェスタ浜松２０１０が、１０月１７

日（日）航空自衛隊浜松基地において開催され、

約１２万人の見学者で賑わいました。

曲技飛行隊の「ブルーインパルス」は編隊を

組んで宙返りや横回転飛行、さらに空にスモー

クでハートや星の形を描いていましたクでハ トや星の形を描いていました。

また、基地内にはブルーインパルスの歴代機

首のほか、Ｆ１５などの戦闘機や、輸送機など

が展示されました。

－９－

（写真は航空自衛隊浜松基地提供）



平成２２年１０月２５日、ユニバーサル造船株式会社京浜事業所において、中型掃海艇

（平成２０年度契約、５７０トン型）の命名・進水式が行われました。当日は防衛省の代表

１０．中型掃海艇「えのしま」命名・進水式

（平成 年度契約、 ト 型） 命名 進水式 行われま た。当日は防衛省 代表

として海上自衛隊髙嶋横須賀地方総監はじめ南関東防衛局からは深山局長等の多数の防衛省

関係者、会社関係者などおよそ３５０人の人々が見守る中、「えのしま」と命名されました。

「えのしま」は現在就役中の「たかしま」の後継となる新型１番艇で、従来の木製の船体か

らＦＲＰ製（繊維強化プラスチック）となったことが特徴です。平成２１年５月に起工、平

成２４年３月引渡し、同年に海上自衛隊に配備される予定です。

（写真は バ サ 造船㈱提供）

戦車火力（７４式戦車）
ヘリＣＨ－４７Ｊによる車両運搬

（写真はユニバーサル造船㈱提供）

１１．こんにちは! 吉田防衛事務所です。

標高８００メートル程に所在している当事務所から

は、雄大な霊峰富士山の四季折々に現す絶景が、まる

でパノラマのように望むことができます。

富士山は霊峰と言われるが故に登山者が非常に多く、

特に今シーズンは、山梨県側（吉田口登山道）からは

約２６万人と過去の最多記録を更新し、静岡県側（御

殿場口登山道ほか２登山道）と合わせて、過去２番目 河口湖畔から撮影

に多い約４０万人となりました。

当事務所職員のなかには、本年と昨年２年連続して

山頂まで登りご来光を拝んできた者もおります。ご来

光の神々しさは写真のとおりです。

なお山梨県等は 日本の象徴でもある霊峰富士山なお山梨県等は、日本の象徴でもある霊峰富士山

(富士五湖を含む）を平成２３年に世界文化遺産に登

録することを目指しています。

－１０－

三日月形に写っているのは山中湖



１２．「自衛隊神奈川地方協力本部」の紹介

自衛隊神奈川地方協力本部（略して神奈川地本）は横浜市中区山下町に本部を設置し、
県下１２箇所に自衛官募集等の活動拠点として出先事務所を配置しております。県下 箇所 衛官募集等 活動拠点 先事務所を配置 ります。

神奈川県下における防衛省・自衛隊の総合窓口として、自衛官の募集、就職援護、予
備自衛官等に関する業務、広報業務等を行っています。

１２月１日に新本部長を迎え、部員一丸となって、日々の業務に邁進しています。

【本部長の紹介】
階 級：１等海佐
氏 名：杉山 義和（すぎやま よしかず）
出 身：神奈川県
前配置：第１術科学校（江田島）

採用試験 入隊業務募集制度説明会

募集広報キャンペーン 援護企業説明会 予備自衛官訓練

【問い合わせ先】
住 所 〒231-0023 横浜市中区山下町２５３－２

体験航海 横浜防災フェア 神奈川県・座間市総合防災訓練

住 所 横浜市中 町
電 話 ０４５－６６２－９４７６
ＵＲＬ http://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/

自衛隊神奈川 検 索

－１１－



１３．関 係 自 治 体 だ よ り 焼津市

焼津市は、平成２０年１１月に隣接する大井川町と合併し、焼津市として新しく

スタートをいたしました。静岡県の中央部に位置し、北は遠く富士山を、東は県都

静岡市と駿河湾を臨み、大井川流域の志太平野で、平坦に西で藤枝市と接していま

す。冬季の降雪も稀な温暖な気候で、面積は７０．５５㎢、北部山間部を除き平坦

な区域に約５万３千世帯約１４万７千人の市民が生活しています。

焼津市は、水産業を基幹産業としています。中でもカツオは水揚げ日本一となっ

ています。水産加工業は、焼津漁港の後背地や水産加工団地などで地元や輸入・移

入の原魚を使って盛んに行われ、練製品、節類、冷凍食品など約７万トンの生産が

あり県下一の加工品生産高を誇っています。特になると巻きの生産は日本一。カツ

オ節、なまり節、削り節の製造も国内中堅どころの企業が数多く、常に県内トップ

を維持していますを維持しています。

一級河川「大井川」河口左岸近くには、航空自衛隊静浜基地があり第１１飛行教

育団ほかの部隊が所在しています。航空自衛隊の飛行部隊を有する基地としては最

も規模が小さく、飛行運用に必要最小限の部隊施設で構成されています。パイロッ

トの雛鳥たちを訓練する、まさに揺籃の地と言えます。

平成２０年度より 騒音 小さい訓練機（Ｔ ７型機）に完全移行されましたが平成２０年度より、騒音の小さい訓練機（Ｔ－７型機）に完全移行されましたが、

翌年平成２１年６月に近隣する牧之原市へ富士山静岡空港が開港し、訓練機の場周

経路が変更されことで、今まで上空を飛行していなかった地域住民から不安の声も

聞かれる中、市民感情を少しでも解消しようと、これまで以上に静浜基地との連携

を深めているところです。

南関東防衛局には、基地を抱える自治体の課題や市民の要望を踏まえ、安全で安

心できる生活環境の整備などきめ細やかな取り組みを期待しています。

（焼津市総務部総務課）

－１２－

上空から焼津市を望む 焼津港からの富士山


